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胆沢ダムが全国初 !

ハイブリッドダムの取組により水源地域振興に寄与

～ 融雪時の自然越流水の有効利用の試行に関する覚書締結 ～

　胆沢ダムでは、国土交通省が推進する官民連携の新たな枠組みによる『ハイブリッドダム
※』に基づき、毎年、雪解け時期に通常運用ルールで未活用のまま自然越流（放流）されて
いた雪解け水の一部を有効活用し、水力発電量を増やす特別な水位運用を実施し、カーボ
ンニュートラルやダムが立地する地域への貢献に向けた取組を検討してきましたが、この
度、この有効利用の試行に関して水源のある奥州市への水源地域振興について関係者と合
意に至ったため、下記のとおり「覚書」を取り交わします。

※『ハイブリッドダム』　治水機能の強化、水力発電の増強のため、気象予測も活用し、ダムの容量等の共有化
など、ダムをさらに活用する取組の事

１．覚書の目的

　　  胆沢ダム及び胆沢第一発電所における融雪時の自然越流水有効利用の試行による水
   源地域振興に関して必要な事項を関係者で定めるもの。

２．覚書の締結式

　　開催日時 ： 令和７年７月２５日（金）　１３時３０分～

　　場所　　　 ： 胆沢ダム管理支所

　　締結者　  ： 奥州市長、電源開発株式会社東日本支店長、北上川ダム統合管理事務所長

≪発表記者会：岩手県政記者クラブ、奥州記者クラブ≫

＜問い合わせ先＞

３．公開等

　　覚書締結式の取材をご希望される方は、別添取材登録書（別紙－１）により事前登録をお
　願いいたします。

　【胆沢ダム及び水源地域振興の取組全般に関して】

　国土交通省 東北地方整備局 北上川ダム統合管理事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　〒020-0123　盛岡市下厨川字四十四田１番地

副所長（管理担当）　　菊池　真樹  　電話019-643-7831（内線 204）

　　　　　　　　　　　　　電源開発株式会社 東日本支店 業務グループ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　〒350-1170　埼玉県川越市むさし野37番地77

　　　　　　　　　　　　　　　　　課長　　田代　泰輔　　電話049-246-9711

　【地域振興の取組に関して】

　　　　　　　　　　　　　奥州市 政策企画部 政策企画課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　〒023-8501　奥州市水沢大手町一丁目１番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　政策企画課長　　阿部　記之　　電話0197-24-2111

　【本取組のうち発電に関して】

記者発表資料



別紙－１
Mail：matsuura-h82ac@mlit.go.jp　ukaji-s82ac@mlit.go.jp

国土交通省　東北地方整備局

北上川ダム統合管理事務所　管理第一課　松浦洋人・宇梶修一　あて

１．報道機関名

２．取材者等

ＴＥＬ

「有」の場合、

月 日 時

※（５）については、事前登録時に決まっている場合に記載をお願いします。

（５）報道予定日時 番組名

Ｆax：019-643-5547

（２）連絡先

（３）取材人数 人

（４）テレビカメラの有無 有　　・　　無 台

　　　　お願い致します。

登録期限：７月２４日（木）１５時００分まで

（１）氏名

※送信票は不要です。

※送信後、お手数ですが、着信確認の連絡（TEL 019-643-7971）をお願い致します。

『融雪時の自然越流水の有効利用の試行に関する覚書締結式』

取材登録書

        標記について、取材をご希望の報道機関におかれましては、事前にご登録を　


